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副委産 	副委総 

	

委目業 	委昌務 

	

畜員季 	管員？ 員’又・ 	員声只 

	

長長建 	長長民 

	

設 	 生 
田古小田原常秋川三伊高常 

	

田 任 	 任 
中川桐中田委元口潟藤杉委 

貝 	 貝 

賢幸 	幸喜賢 会洋 春永利会 

磐―治隆 昇治吉一寛 子隆樹慈彦 

一
 

《
 

(
 

広報かなぎ（2) 

副
議

長
 

中

谷
 
秀

八
氏
 

議 長 

三潟 春樹氏 

第
ニ
十
代
議
長
に
 

難
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熱
」二
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議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
 

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
方
の

ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
金
木
町

議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
ご

ざ
い
ま
す
。
 

私
は
、
議
会
議
員
と
し
て
そ
の

経
験
も
浅
く
、
ま
た
浅
学
非
才
で

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
器
で
は
な
い

こ
と
は
よ
く
承
知
い
た
し
て
い
ま
 
 

す
が
、
こ
こ
に
皆
様
の
ご
推
薦
を

受
け
ま
し
た
の
で
、
一
身
を
挺
し
、
 

そ
の
ご
厚
意
に
報
い
る
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
皆
様
方
の

ご
支
援
と
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

当
町
で
は
、
観
光
の
振
興
や
福

祉
の
充
実
等
、
重
要
問
題
が
山
積

み
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
 

議
会
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の

期
待
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
 

今
後
は
、
新
し
い
自
覚
と
誠
意

を
持
っ
て
、
誠
心
誠
意
、
町
政
発

展
の
た
め
全
力
を
さ
さ
げ
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
以
前
に
ま
し
て
の
ご
指
導
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
 

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 
 

原
 
田
 

寛
 

◇
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
議
員
 

小
川
桐
 
喜
 
吉
 

◇
公
立
金
木
病
院
組
合
議
員
 

伊
 
藤
 
永
 
慈
 
秋
 
元
 
洋
 
子
 

古
 
川
 
幸
 
治
 
田
 
中
 

昇
 

》
 
◇
西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
議
員
 

》
 

高
 
杉
 
利
 
彦
 

》
 
◇
津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
議
員
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▲鳴海町長から顕彰状を受け、笑顔の小山内さん 

~万Tq‘ザz 、 ~― 

小山内晴夫 C 
明治 34年 2月27日生ま才 

長
生
き
の
秘
け
つ
は
 

「腹
七
分
目
と
運
動
す
る
こ
と
」
 

ー
子
ど

も
の
悩
み
は
私
た
ち
に
 

新
主
任
児
童
委
員

決
ま

る
 

A鳴海町長から辞令を受け取る 
土岐さん（上）と伊藤さん（下）▼ 

を
し
ま
し
た
。
 

平
成
二
年
に
白
寿
祝
金
支
給
条

例
を
制
定
し
た
町
で
は
早
速
、
翌

二
十
八
日
に
鳴
海
町
長
が
同
園
を

訪
れ
、
祝
い
金
九
十
九
万
円
と
顕
 

彰
状
を
小
山
内
さ
ん

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
町
最
高
齢
者

の
小
山
内
さ
ん
は
男

性
で
は
初
め
て
の
受

賞
者
で
、
黒
川
ふ
に

さ
ん
、
浜
田
さ
き
さ

ん
、
葛
西
つ
よ
さ
ん

に
続
く
四
人
目
。
 

明
治
三
十
四
年
生

ま
れ
の
小
山
内
さ
ん

は
、
大
工
を
主
業
と

し
て
六
十
歳
ま
で
働

き
、
 一
線
か
ら
退
い

た
後
も
そ
の
手
腕
を

買
わ
れ
て
神
社
に
奉

納
す
る
仏
具
な
ど
の
 
 

‘
お
祝
い
に
集
ま
っ
た
 

家
族
の
方
々
と
 

彫
刻
作
り
に
励
み
、
九
十
歳
ま
で

現
役
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
 

伝
達
式
後
に
、
要
望
に
こ
た
え

る
か
の
よ
う
に
長
生
き
の
“
コ
ツ
ー
 

を
話
し
た
小
山
内
さ
ん
の
好
物
は

大
根
お
ろ
し
や
ね
ぎ
、
ご
ま
な
ど

で
 
「
食
事は
腹
七
分
目
、
運
動
を

よ
く
す
る
こ
と
」
と
、
長
生
き
の

秘
け
つ
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
 「
こ
こま
で
こ
れ
た
の

も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と
祝
い
金

の
一
部
を
同
園
と
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
 

地
域
住
民
の
児
童
問
題
を
専
門

に
担
当
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成

十
二
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
三

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
任
期
で
、
 

厚
生
大
臣
、
青
森
県
知
事
か
ら
主

任
児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た

土
岐
伊
久
雄
さ
ん
と
伊
藤
さ
ち
さ

ん
に
、
こ
の
ほ
ど
鳴
海
町
長
か
ら

辞
令
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
を
め

ぐ
る
問
題
、
と
り
わ
け
児
童
虐
待
、
 

青
少
年
に
よ
る
犯
罪
、
非
行
、
性

的
な
モ
ラ
ル
の
乱
れ
等
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
子
育
て
家
庭
を
支
援
 
 

し
て
い
く
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。
 

職
務
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
個

人
の
人
格
を
尊
重
し
、
身
上
に
関

す
る
秘
密
は
厳
守
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
子
ど
も
に
対
す
る
日
ご
ろ

か
ら
の
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

・

新
主
任
児
童
委
員
●
 

☆
土
岐

伊
久
雄
 

（
金
木
田
町）
 

容
五
ニ
ー
五
八
〇
」
1
 

☆
伊

藤
 
さ
ち
 

（
嘉
瀬
上小
栗
崎
）
 

容
五
一
一
ー三
〇
〇
三
 

小
山
内
晴

夫
さ
ん
 

白
寿
お
め

で
と
う
 

喜
良
市
生
ま
れ
で
老
人
福
祉
施

設
「
あ
し
の
園
」
 
に
入所
し
て
い

る
小
山
内
晴
夫
さ
ん
が
二
月
二
十

七
日
、
九
十
九
回
目
の
誕
生
日
を

迎
え
、
晴
れ
て
白
寿
の
仲
間
入
り
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平
成
十
一
年
度
金
木
町
文
化
賞
お
よ
び
平
成
十
一
年
度
金
木
町
ス
ポ

ー
 

ツ
賞
授
与
式
が
三
月
十
一
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
生
徒
や
金
木
町
の
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
五
十
名
四
団
体
に
鳴
海
町
長
か
ら
メ

ダ
ル
と
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

表
 

、
兄
 

讃
 

~ ― ~  ~ 
金木町文化賞受賞者 11名・1団体 

一
 

(
 

文
 
化
 
賞
 

★
優
秀

賞
 

今
 
天
照
彦
（
喜
良
市
小
五
年
）
 

o

第
十
五
回
県
下
小
・
中
学
校
あ

お
も
り
版
画
ま
つ
り
小
学
生
の

部
 
棟
方
志
功
大
賞
 

田
中
珠
李
（
金
南
中
一一
年
）
 

o

平
成
十
一
年

度
歯
科
保
健

図

画

・
ポ
ス
タ
ー
な
ら
び
に
歯
科

保
健
啓
発
標
語
募
集
ポ
ス
タ

ー
 

の
部
 
特
選
 

松
川
秀
満
〔
青
龍
〕
（
金木
俳
旬
会
）
 

o

第
二
十
三
回
県
下
忘
年
 

俳
句
大
会
 
兼
題
 
第
一
位
 

山
中
 
治
 

（
津軽
ァ
ス
ナ
ロ
短
歌
会
）
 

o

窓
日
短
歌
会
第
七
十
一
回
全
国

大
会
 
窓
日
賞
 

★
奨

励
賞
 

其
田
玲
奈
（
川
倉
小
五
年
）
 

o

一
九
九
九
年
そろ
ば
ん
グ
ラ
ン

プ
リ
・
青
森
 
小
学
校
五
年
の

部
 
第
三
位
 

其
田
祐
紀
（
金
木
中
ニ
年
）
 

o

第
一
十
二
回
全
国
小
・
中
学
生

通
信
珠
算
競
技
大
会
 
中
学
一

年
生
の
部
 
第
四
十
一
位
（
入
 

(
 

賞
百
位
）
 

★
功
労
賞
 

鎌
田
せ
る
（
嘉
瀬
奴
踊
り
保
存
会
）
 

o

県
無
形
文
化
財
で
あ
る
嘉
瀬
奴

踊
り
の
伝
承
活
動
を
行
う
（
後

継
者
の
育
成
、
嘉
瀬
小
、
金
木

南
中
の
児
童
生
徒
を
指
導
）
 

中
村
勝
治

（金
木
さ
な
ぶ
り
荒
馬

踊
り
保
存
会
）
 

田
中
長
三
郎
（
金
木
さ
な
ぶ
り
荒

馬
踊
り
保
存
会
）
 

o

県
の
無
形
文
化
財
で
あ
る
金
木

さ
な
ぶ
り
荒
馬
踊
り
の
伝
承
活

動
を
行
う
 

山
中
長
三
郎
（
わ
が
ふ
る
さ
と
を

探
る
会
）
 

秋
元
惣
之
進

（
わ
がふ
る
さ
と
を

探
る
会
）
 

o

町
の
史
跡
、
歴
史
の
調
査
研
究

活
動
を
続
け
、
 「
ふ
る
さ
と
の

か
た
り
べ
」
を
発
表
し
、
町
の

歴
史
文
化
に
貢
献
 

金
木
町
太
宰
会
 

o

昭
和
五
十
年
以
来
「
作
家
太
宰

治
の
郷
土
づ
く
り
」
と
、
太
宰

と
そ
の
作
品
の
理
解
普
及
の
た

め
、
学
習
と
研
修
・
文
化
情

報
・
奉
仕
支
援
の
諸
活
動
を
継

続
さ
せ
、
文
集
「
新
樹
」
と
会

誌
「
馬
禿
」
の
発
刊
、
案
内
標

柱
の
設
置
等
、
町
の
地
域
振
興

と
文
化
活
動
に
寄
与
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☆
相
 
撲
 

野
上
 
怜
（

金
木
小
」
犀
）
 

津
島
 
祐
希
（
金
木
小
四
年
）
 

新
岡
 
秀

一
 
（
金
木中
三
年
）
 

中
村
 
陽
仁
（
五
所
農
高

一
年
）
 

長
尾
 
和
明
（
五
所
農
高

一
年
）
 

西
村
 
公
憲
（
日
本
大
学
四
年
）
 

相
内
 
崇

（
金
木高
校
講
師
）
 

☆
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
 

中
西
龍
太
朗
（
金
木
小
六
年
）
 

☆
ス
キ
 
ー
 

今
 

悠
大
（
金
南
中
三
年
）
 

沢
田
 
匡
希

（
法政
大
学

一
年
）
 

☆
少
林
寺
拳
法
 

成
田
 
育
子
（
五
所

一
高
 
年
）
 

今
 
照
善
（
五

所

一
高
 
年
）
 

白
川
 
大
貴
（
五
所

一
高
一
年
）
 

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

エ
藤
 
倫
子
（
五
所
商
高
 
年
）
 

大
橋
 
高
太

（
五
所農
高
 
年
）
 

松
川
 
明
史
（
五
所
農
高
 
年
）
 

松
川
 
和
史

（
五所
農
高
 
年
）
 

鎌
田
 
祐
輔
（
五
所
農
高
 
年
）
 

工
藤
 
晃
嗣
（
五
所
農
高
 
年
）
 

鳴
海
 
元
気

（
五
所農
高

一
年
）
 
 

角
田
 
憲
美
（
町

体
育
協
会
 

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
）
 

桑
田
 
昌
佳

（
 
同

長
尾
 
文
範

（
 
同

古
川
 
秀
忠

（
 
同

白
川
 
勝
（
 
同

佐
野
 
幸
誉

（
 
同

今
 
正
幸

（
 
同

白
川
 
勝
也

（
 
同

斉
藤
 
準
（
 
同

白
川
 
昭
雄

（
 
同

鳴
海
 
貴
雄

（
 
同

平
川
 
健
太

（
 
同

今
 
巧

（
 
同

白
川
 
優
雅

（
 
同

木
下
 
貴
博
（
 
同

☆
陸
 

上
 

工
藤
 
勇
蔵

（
町体
育
協
会
）
 

☆
ボ
ウ
リ
ン
グ
 

斎
藤
 
昌
大
 

（
体協
ボ
ウ
リ
ン
グ
部
）
 

☆
地
域
ス
ポ

ー
ッ
指
導
者
 

小
野
 
正
文
 

（喜
良
市
ス
ポ
ー
ッ
愛
好
会
）
 

秋
元
 
春
治

（嘉
瀬
野
球
協
会
）
 

☆
ス
 
キ
 
ー
 

嘉
瀬
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
 

☆
野
 
球
 

嘉
瀬
野
球
ク
ラ
ブ
 

☆
地
域
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
振
興
 

金
木
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
 

蒔
田
チ

ー
ム
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金木町スポーツ賞受賞者 39名・ 3 団体 
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栽
 
培
 
講
 
習
 
会
 

梅 

ま
 
ち
 
の
 
で
 
き
 、
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FI麟
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第
四
十
一
回
 

滑
っ
た
I
・
 

飛
ん
だ
！
 

  

町

民

ス
キ

ー
大
会
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Aせん定に挑戦する参加者 

ト
先
生
と
先
輩
一
年
生
の
前
で元
気
に

返
事
の
練
習
を
す
る
子
ど
も
た
ち
 

金
木
町
梅

の
会
 

金
木
町
梅
の
会
（
会
長
H
須
崎

寅
雄
）
主
催
の
梅
栽
培
講
習
会
が

二
月
十
日
、
梅
栽
培
に
興
味
を
持

つ
人
や
既
に
栽
培
を
行
っ
て
い
る

人
な
ど
二
十
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

は
じ
め
に
参
加
者
ら
は
、
役
場

大
会
議
室
で
金
木
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
の
木
村
技
師
か
ら

梅
の
性
格
や
病
害
虫
防
除
、
せ
ん
 

川
倉
小
学
校
一
日
入学
 

今
春
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど

も
た
ち
七
十
九
人
が
参
加
す
る
 

「
一
日
体
験
入学
」
が町
内
各
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

二
月
二
十
一
日
、
川
倉
小
学
校

の
一
日
入
学
に
参
加
し
た
の
は
、
 

男
子
二
人
と
女
子
三
人
の
計
五
人
。
 

先
生
に
案
内
さ
れ
初
め
て
教
室
に

入
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
先
輩

一

年
生
た
ち
の
歓
迎
に
少
し
緊
張
ぎ
 
 

定
方
法
な
ど
、
栽
培
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
阿
部
一
芳
さ
ん
の
園
地

に
移
動
し
て
せ
ん
定
の
実
演
指
導

を
受
け
、
切
り
落
と
す
枝
の
見
分

け
方
や
光
の
よ
く
入
る
お
わ
ん
状

の
樹
形
を
作
る
に
は
ど
の
よ
う
な

せ
ん
定
を
し
た
ら
良
い
か
コ
ツ
を

教
わ
り
ま
し
た
。
 

実
演
指
導
を
受
け
た
参
加
者
た

ち
は
「
こ
の
枝
は
切
っ
た
方
が
良

い
か
」
 
「
どの
く
ら
い
の
長
さ
に

切
る
の
か
」
な
ど
積
極
的
に
質
問

し
、
梅
栽
培
に
つ
い
て
熱
心
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。
 

み
。
そ
れ
で
も
、
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
校
内
見
学

を
し
た
り
、
お
絵
か
き
や
ゲ
ー
ム

を
し
て
す
ぐ
に
仲
良
し
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
 

先
生
か
ら
は
、
入
学
式
で
の
返

事
と
あ
い
さ
つ
の
仕
方
を
教
わ
り
、
 

一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼
ば
れ
た
新

一
年
生
は
 
「
は
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
手
を
挙
げ
て
、
 

大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
の
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
 

第
四
十
一
回
金
木
町
民
ス
キ

ー
 

大
会
が
二
月
十
三
日
、
町
営
嘉
瀬

ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
小
学
校

一
年
生
か
ら
一
般
ま
で
約
百
三
十

人
の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

各
種
目
の
上
位
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

距
 
離
 

◇
小
学
校
低
学
年
男
子
 

第
一
位
 
黒
川
 
友
喜

（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
野
宮
 
優
作
（
喜
良
市
）
 

第
三
位
 
平
川
 
卓
弥

（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
工
藤
 
淳

（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
古
川
 
博
喜

（
喜
良市
）
 

第
三
位
 
大
佐
賀
界
輝

（川
 
倉
）
 

◇
小
学
校
五
年
男
子
 

第
一
位
 
工
藤
 
剛
志

（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
野
宮
 
大
喜

（
喜
良市
）
 
 第

三
位
 
泉
谷
 
新
伍

（川
 
倉
）
 

◇
小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
中
谷
 
亮

（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
秋
元
 
拓
真
（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
中
谷
 
泰
成
（
川
 
倉
）
 

◇
小
学
校
低
学
年
女
子
 

第
一
位
 
川
嶋
 
理
奈

（
金
 
木）
 

第
二
位
 
鳴
海
 
真
冶

（川
 
倉
）
 

第
」
圧
 
荒
井
 
優
子

（川
 
倉
）
 

◇
小
学
校
四
年
女
子
 

第
一
位
 
工
藤
 
優
香
（
川
 
倉
）
 

第
二
位
 
小
山
内
亜
梨
沙

（
嘉
瀬）
 

第
三
位
 
工
藤
 
咲

（川
 
倉
）
 

◇
小
学
校
五
年
女
子
 

第

一
位
 
工藤
 
麻
理

（川
 
倉
）
 

第
二
位
 
川
嶋
 
麻
耶

（
金
 
木）
 

第
三
位
 
工
藤
 
沙
希

（
金
 
木）
 

◇
小
学
校
六
年
女
子
 

第

一
位
 
泉
谷
 
愛
美
（
川
 
倉
）
 

第
二
位
 
其
田
和
可
菜
（
川
 
倉
）
 

第
三
位
 
工
藤
 
志
織

（川
 
倉
）
 

◇
高
校
・
一
般
男
子
 

春
に
な
っ
た
ら
一
年
生
 

(
 

(
 



平成12年度国民年金保険料 

★毎月納付した場合 

13,300円×12月＝159,600円 

★前納した場合 155,750円 

3,850円お得 

こ
く
み
ん
 
保
険
叫
は
 

ー

l
「r
一
l
 

前
納
で
き
ま
す

ね
ん

き
ん
 
」
目

糸
「
ー

ミ
て
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
年
分
、
 

ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割

り
引
き
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。
こ
れ
を
「
前
納
制
度
」
と

い
い
ま
す
。
 

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
毎
月

納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

(
 

へ
 

ど
か
ま
け
の
日
 

大
盛
況
ク
 

人
間
ば
ん
馬
ダ
ー
ビ

ー
 

町
内
四
十
五
店
舗
が
加
盟
し
て

い
る
金
木
あ
す
な
ろ
商
店
会

（
理

事
長
H
秋
元
和
雄
）
主
催
の
大
売

出
し

「
どか
ま
け
の
日
」
 
が二
月

十
日
、
十

一
日
の
両
日
に
開
催
さ

れ
、
「
人
間
ばん
馬
ダ
ー
ビ
ー
」
な

ど
の
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

売
出
し
期
間
中
、
加
盟
店
で
千

円
買
い
物
す
る
毎
に
一
枚
配
ら
れ

る
「
お
祭
り
参
加
券
」
は
、
役
場

前
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
る
「
人

間
ば
ん
馬
ダ
ー
ビ
ー
」
 
の
投票
券

や
ソ
バ
ー
杯
と
交
換
で
き
る
仕
組
 
 

み
。
十
一
日
の
開
催
当
日
は
、
用

意
さ
れ
た
ソ
バ
ー
千
食
も
あ
っ
と

言
う
間
に
無
く
な
り
、
人
間
ば
ん

馬
ダ
ー
ビ
ー
の
投
票
券
も
九
千
五

百
五
十
枚
発
行
さ
れ
る
好
評
ぶ
り

で
し
た
。
 

今
年
の

「
人
間
ばん
馬
ダ
ー
ビ
 

ー
」
 
は
、「
どか
ま
け
の
日
」
十

周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
レ
ー
ス
と

あ
っ
て
、
優
勝
賞
金
十
万
円
1
・
の

メ
イ
ン
レ

ー
ス
を
開
催
。
 こ
の
レ
 

ー
ス
は
、
二
人
一
組
の
リ
レ
ー
方

式
で
競
わ
れ
、
雪
で
作
ら
れ
た
障

害
コ
ー
ス
を
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
用

の
タ
イ
ヤ
を
引
き
な
が
ら
周
回
す

る
と
い
う
も
の
。
」ハ
チ
ー
ム
の
力

自
慢
の
ば
ん
馬
？
・
たち
は
、
優
勝

目
指
し
、
息
を
切
ら
せ
て
力
走
し

て
い
ま
し
た
。
投
票
券
を
持
っ
た

人
た
ち
は
大
き
な
声
援
を
送
り
、
 
 

見
事
、
一
着
、
二
着
を
的
中
さ
せ

た
人
た
ち

（
三
百
四十
枚
が
的
中
）
 

は
、
配
当
金
の
商
品
券
千
円
分
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ト
上
り
坂
に
悪
戦
苦
闘
す
る
 

レ
ー
ス
参
加
者
た
ち
 
 

第
一
位
 
棟
方
 
美
暢
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
田
中
二
三
猛
（
嘉
小
教
）
 

◇
高
校
・
一
般
女
子
 

第
一
位
 
中
谷
 
真
弓
（
嘉
小
教
）
 

ア
ル
ぺ

、
ノ
 

◇
小
学
校
低
学
年
男
子
 

第

一
位
 
今
 

篤
（
喜
良
市
）
 

◇
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
封
馬
 
祐
季
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
三
上
 
健
悟
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
今
 

利
仁
（
喜
良
市
）
 

◇
小
学
校
五
年
男
子
 

第

一
位
 
内
海
 
将
二
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
木
下
 
嗣
仁
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
須
崎
 
僚
太
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
斎
藤
 
彬
宏

（
喜
良市
）
 

第
二
位
 
中
西
龍
太
郎
（
金
 
木
）
 

第
三
位
 
松
川
幸
祐
樹
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
低
学
年
女
子
 

第
一
位
 
山
中
 
琴
未
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
四
年
女
子
 

第
一
位
 
原
田
 
淑
子
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
神
島
 
英
実
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
須
崎
 
瑞
穂
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
五
年
女
子
 

第
一
位
 
今
 
幸

子
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
原
田
 

舞
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
六
年
女
子
 

第
一
位
 
大
屋
 
静
香
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
今
 
綾

乃
（
喜
良
市
）
 

第
三
位
 
洋
田
 
悠
乃
（
嘉
 
瀬
）
 

ジ
ャ
ン
プ
 

◇
小
学
校
低
学
年
男
子
 

第
一
位
 
今
 

篤
（
喜
良
市
）
 

第
二
位
 
黒
川
 
友
喜
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
平
川
 
卓
弥
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
四
年
男
子
 

第
一
位
 
封
馬
 
祐
季
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
三
上
 
健
悟
（
嘉
 
瀬
）
 

第
三
位
 
松
川
 
誉
志
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
五
年
男
子
 

第
一
位
 
内
海
 
将
二
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
小
学
校
六
年
男
子
 

第
一
位
 
木
下
 
幸
輔
（
嘉
 
瀬
）
 

第
二
位
 
松
川
幸
祐
樹
（
嘉
 
瀬
）
 

◇
中
学
校
男
子
 

第
一
位
 
今
 
泰
人

（
金
木南
）
 

第
二
位
 
高
橋
 
一
喜
（
金
木
南
）
 

第
三
位
 
三
上
 
翻
悟
（
金
木
南
）
 

◇
高
校
・
一
般
男
子
 

第
一
位
 
棟
方
 
美
暢
（
嘉
 
瀬
）
 

リ
 
レ
 ー
 

◇
小
学
校
男
子
 

第

一
位
 
川
倉
小
学
校
A
 

第
二
位
 
喜
良
市
小
学
校
 

第
三
位
 
金
木
小
学
校
 

◇
小
学
校
女
子
 

第
一
位
 
川
倉
小
学
校
 

第
二
位
 
喜
良
市
小
学
校
 

第
」
伍
 
嘉
瀬
小
学
校
 

◇
高
校

・
一
般
男
子
 

第
一
位
 
南
中
o
B
チ
ー
ム
 

(7）広報かなぎ 



太
宰

を
し

の
ぶ
⑩
 

金
木
町
太
宰
会
々
長
 

太
宰

と
そ
の
文

学
の

魅
力
③
 
木
 
下
 
巽
 

文
体
が

新
し

い
 

昨
年
十
一
月
、
「
カ
ナ
リ
ヤ
戦
史
」
 

著
者
の
飯
塚
恒
雄
氏
が

「津
軽
」
紀
行

文
取
材
の
た
め
来
町
。
「太
宰
作
品
の

文
体
が
新
し
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す

ね
。
半
世
紀
前
で
あ
り
な
が
ら
、
む
し

ろ
今
の
時
代
に
合
っ
て
い
ま
す
よ
。
旧

表
記
な
の
で
古
く
感
じ
ま
す
が
、
「走

れ
メ
ロ
ス
」
を
新
表
記
で
読
ん
で
み
ま

す
と
、
近
代
文
学
の
中
で
こ
れ
ほ
ど
の

文
体
を
書
け
る
作
家
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

回
は
新
潮
文
庫
の
文
字
表
記
で
、
そ
の

文
体
を
味
わ
っ
て
み
ま
す
。
 

書
き
出
し
 

げ
き
ど
 

ぶ

知
ス
は
激
怒
し
た
。」
こ
の
作

品
の
勢
頭
に
送
り
込
ま
れ
た
、
こ
の
主

語
と
述
語
だ
け
の
単
純
な
文
は
、
読
み

手
の
意
識
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
一
種
の

緊
張
感
へ
と
高
め
て
い
き
ま
す
。
物
語

そ
の
ふ
漂

』
人

の
命
に
か
か
わ
る
と

い
う
、
極
限
の
状
態
を
お
し
つ
つ
ん
で

い
る
た
め
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
叙

す
る
文
の
ス
タ
イ
ル
が
、
単
純
で
、
キ

ビ
キ
ビ
し
て
い
ま
す
。
 （

井上
浩
一
氏
）
 

太
宰
自
身

も
「
女
の
決

闘
」
に
、
 

〈
書
き
出
し
の
巧
い
と
い
う
の
は
、
作

家
の
 
「親
切
」
 
であ
り
ま
す
。
〉
と
書
 
 

い
て
い
ま
す
。
 

太
宰
は
小
説
の
書
き
出
し
に
最
も
苦

心
し
た
作
家
で
す
。
「書
き
出
し
さ
え

う
ま
く
い
け
ば
、
そ
の
作
品
は
仕
上
が

っ
た
も
同
様
で
あ
る
。」
と
い
う
の
が
、
 

年
来
の
持
論
で
す
。
（
石上
玄

一
郎
氏
）
 

ぎ
ょ
う
し
ゆ
く
 

凝
縮
さ
れ
た
文
体
 

●

」
よ
い
 

『私
は
、
今
宵
、
殺
さ
れ
る
。
殺
さ

れ
る
為
に
走
る
の
だ
。
身
代
わ
加
⑩
抜

暗
救
う
為
に
走
る
の
だ
。
王
の
好
俵
邪

智
を
打
ち
破
る
為
に
走
る
の
だ
。
走
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
、
私
は
 

め
い

よ
 

殺
さ
れ
る
。若
い
時
か
ら
名
誉
を
守
れ
。
 

さ
ら
ば
、
ふ
る
さ
と
。
若
い
メ
ロ
ス
は
、
 

つ
ら
か
っ
た
。』
 

も
さく
 

文
体
は
明
治
初
期
以
降
、
模
索
の
歴

史
で
し
た
が
、
太
宰
は
現
代
日
本
語
と

し
て
、
う
る
お
い
を
決
し
て
忘
れ
ぬ
も

の
の
、
価
比
う
か
ぎ
り
凝
縮
さ
れ
た
文

体
を
、
随
所
に
展
開
し
て
み
せ
て
く
れ

ま
す
。文
体
が
内
容
を
規
定
す
る
と
は
、
 

し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
そ

の
意
味
を
正
確
に
、
し
か
も
美
し
く
さ

ば
い
て
く
れ
た
作
品
が
『走
れ
メ
ロ
ス
」
 

で
す
。
 

（井
口
浩

一
氏
）
 

季
節
感
 

「走
れ
メ
ロ
ス
」
は
、
季
節
感
に
と

ぼ
し
い
文
章
で
す
。
メ
ロ
ス
が
村
に
む

か
っ
て
出
発
す
る
の
は
、
 “初
夏
、
満
 
 

天
の
星
一
の
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
少
な
い
言
葉
が
、
実
に
よ
く
効
い
て

い
ま
す
。
『初
夏
、
満
天
の
星
で
あ
る
。』
 

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
文
句
に
、
メ
ロ
ス
 

り
ん
ぜ
ん
 

の
凍
然
た
る
精
神
が
宇
宙
に
ま
で
み
な

ぎ

つ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
 

す
。
 

（小
野
正
文
氏
）
 

一
級
品
の
冴
え
 

「見
よ
、
前
方
の
川
競

ん
き
のわ
押

濠
浦
で
山
の
水
源
地
は
氾
鑑
熱
論
流

酒
々
と
下
流
に
集
ま
り
、
猛
勢
一
挙
に

橋
を
破
壊
し
、
ど
う
ど
う
と
響
き
を
あ

げ
る
激
流
が
、
木
葉
微
塵
に
橋
桁
を
飛

ば
し
て
い
た
。
彼
は
荘
然
と
立
ち
す
く

ん
だ
。」
「浪
は
浪
を
呑
み
、
捲
き
、
煽
 
 

り
立
て
、
そ
う
し
て
時
は
、
刻
一
刻
と

消
、呪
て
行
く
。
」
こ
の
あ
た
り
の
描
写

の
冴
え
は
一
級
品
で
す
。
し
か
も
、
そ

の
中
に
も
「
メ
ロ
ス
は
、
ぶ
る
ん
と
両

腕
を
大
き
く
振
っ
て
、
雨
中
、
矢
の
如

く
走
り
出
し
た
。
」
牝
抄
「
メ
ロ
ス
は

馬
の
よ
う
に
大
き
な
胴
震
い
を

ー
つ
し

て
、
す
ぐ
に
ま
た
さ
き
を
急
い
だ
。
」
 

と
い
っ
た
、
太
宰
ら
し
い
、
ま
じ
め
な

が
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
が
あ
り
ま
 

す
。
 

（亀
井
勝
一
郎
氏
）
 

「
友
情
の碑
」
 

青
森
市
中
央
セ
ン
タ
ー
前
、
太
宰
治
 

「友
情
の
碑
」
に
、
「走
れ
メ
ロ
ス
』
の

一
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

「斜
陽
は
赤
い
光
を
、
樹
々
の
葉
に

投
じ
、
葉
も
枝
も
燃
え
る
ば
か
り
に
輝

い
て
い
る
。
 日
没
ま
で
に
は
、
ま
だ
間

が
あ
る
。
私
を
、
待
っ
て
い
る
人
が
あ

る
の
だ
。
少
し
も
疑
わ
ず
、
静
か
に
期

待
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
あ
る
の
だ
。
 

私
は
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
私
の
命
な

ぞ
は
、
問
題
で
は
な
い
。
死
ん
で
お
詫

び
、
な
ど
と
気
の
い
い
事
世
旨
っ
て
居

ら
れ
ぬ
。
私
は
、
信
頼
に
報
い
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
い
ま
は
た
だ
そ
の
一
事
だ
。
 

走
れ

1・メ
ロ
ス
。』
 

碑
の
陰
に
、
令
．
「
走
れ
み
ロ

ス
」
 

は
純
粋
な
友
情
の
美
し
さ
を
誕
い
上
げ

た
す
ぐ
れ
た
小
説
で
あ
り
、
文
体
も
無

ど
み
な
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
躍
動
感
に
溢

れ
、
読
む
者
に
清
ら
か
な
感
動
を
与
え

る
。
小
野
正
文
撰
〉
と
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
 

み
ち

い
 

「
メ
ロ
ス
嚇
走
っ
た
。
路
行
く
人
を

押
し
の
け
、
跳
ね
と
ば
し
、
メ
ロ
ス
は
 
 

黒
い
風
の
よ
う
に
走
っ
た
。
野
原
で
酒

宴
の
、
そ
の
宴
席
の
ま
っ
た
だ
中
を
駈
 

ぎ
ょ
う
て
ん
 

け
抜
吋
、酒
宴
の
人
た
ち
を
仰
天
さ
せ
、
 

犬
を
蹴
と
ば
し
、
…
少
し
ず
つ
沈
ん
で

ゆ
く
太
陽
の
、
十
倍
も
早
く
走
っ
た
。」
 

圧
倒
さ
れ
る
文
体
で
す
。
 

む
す

び
 

ひ
 

『
ひと
り
の
少
女
が
、
緋
の
マ
ン
ト

を
メ
ロ
ス
に
捧
げ
た
。
 メ
ロ
ス
は
、
ま

ご
つ
い
た
。
佳
き
友
は
、
気
を
き
か
せ

て
教
え
て
や
っ
た
。
 「
メ
ロ
ス
、
君
は
、
 

ま
っ
ぱ
だ
か
じ
ゃ
な
い
か
。
早
く
そ
の

マ
ン
ト
を
着
る
が
い
い
。
 こ
の
可
愛
い

娘
さ
ん
は
、
メ
ロ
ス
の
裸
体
を
い
噌
に

見
ら
れ
る
の
が
、
た
ま
ら
な
く
ロ
惜
し

い
の
だ
」
勇
者は
、
ひ
ど
く
赤
面
し
た
。」
 

少
女
が
緋
の
マ
ン
ト
を
捧
げ
た
の

は
、
メ
ロ
ス
が
ま
っ
ぱ
だ
か
で
あ
る
か
 

た
た
 

ら
で
な
く
、
勇
者
と
し
て
の
精
神
を
讃

え
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
箇
所
は
、
 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

K
e緊
張
感
か
ら
舞
放

さ
れ
た
あ
と
の
ホ
ッ
と
一
息
つ
く
和
ゃ

か
な
場
面
で
す
。
 メ
ロ
ス
は
群
衆
の
注

視
を
一
身
に
浴
び
、
し
か
も
王
と
少
女

を
目
の
前
に
し
て
親
友
に
か
ら
か
わ
れ

た
た
め
に
、
ま
す
ま
す
ま
ご
つ
き
、
身

の
置
き
ど
こ
ろ
に
窮
し
て
「
ひ
ど
く
赤

面
し
た
ー
の
で
す
。
柄
に
も
な
く
文
部
 

す
い
せ
ん
 
び
だ

ん
 

省
推
薦
の
よ
う
な
“
美
談
】
を
書
き
終

え
た
作
者
の
、
一
種
の
照
れ
か
く
し
と

も
思
え
る
よ
う
な
微
笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
 

ー
ド
で
す
。
 

（相
馬
正
一
氏
）
 

こ
の
最
後
の
場
面
は
原
典
に
は
な

く
、
作
者
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
太
宰
さ

ん
ら
し
い
、
 “優
し
さ
ー
と
“
含
差
】
 

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
 

▲太宰会視察研修会 

青森市・太宰治「友情の碑」前にて 

広報かなぎ（8) 



・~ 
睡眠の 1 単位 

■ レム睡眠

ノンレム睡眠 

入眠後、まずノンレム睡眠が出現し、第 1 .2 、3. 
4段階と次第に深くなります。レム睡眠は入眠後約 
90分経過した後に初めて現れ、以後、約90分周期
でノンレム睡眠とレム睡眠を繰り返します。 

・

ー
 

（
‘
 

つ
J
 

脳
波
的
睡
眠
段
階
 

午前0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 
h I 	iI 	t 	t 	i 	lt, 	it 	t 	h 	u 	l 	, 	1l 	, 	11 	1 	1 	1 	1 	! 	t 	I 	l 	t 	, 	lI 	i 	i 	I 	t1IlII 	I 	II 	I 	I 	I 	I 	~  

レイ・メディス 

図 2 

(9）広報かなぎ 

表 1 ほ乳動物の 1 日の推定睡眠時間 

時間 種 
21 
20 オオナマケモノ 

19 キタオボサム 

18 オオアルマジ口 

17 ョザル 

16 北極リス 

15 トガリネズミ 

14 ネコ、朝鮮ネズミ 
13 マウス、ラット、オオカミ、リス 

12 北極キッネ、チンチラ、ゴリラ、ラク―ン 

ビ―バー、ドウケザル 

10 アメIJ カヒョウ、べルべット、モグラ、ハリネズミ 

9 リスザル、チンパンジー、ヒヒ、キッネ 

8 ヒト、ウサギ、モルモット、ブタ、カモノハシ 

7 
6 ハイイ口アザラシ、ハイイ口ハイラックス、ブラジルバク 

5 キノボI)ハイラックス、イワハイラックス 

4 
3 ウシ、アジアゾウ、アフリカゾウ、口バ、ヒッジ 

2 ノ口ジカ、ウマ 

へ
 

へ
 

金
木
病
院

力
ル

テ
棚
 

ね
 
む
 
り
 

内
 
科
 横
 
野
 
良
 
樹
 

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で

は
夜
に
う
ま
く
眠
れ
な
い
睡
眠
障

害
を
訴
え
る
人
が
多
い
。
特
に
内

科
の
外
来
で
は
う
ま
く
寝
つ
け
な

い
、
長
く
眠
れ
な
い
、
夜
中
に
起

き
て
し
ま
う
、
夜
に
な
る
と
頭
で

音
が
す
る
等
、
眠
り
に
つ
い
て
の

ト
ラ
ブ
ル
を
よ
く
耳
に
す
る
。
睡

眠
は
人
間
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
ク
ラ

イ
ト
マ
ン
ら
の
研
究
に
よ
り
、
眼

球
運
動
の
激
し
い
レ
ム
（
R
a

p
 

i
d
 
E
y

e
 
M

o
v
e
m
e
 

n
t
）
と
眼
球
運
動
の
静
か
な
ノ

ン
レ
ム
の
ニ
つ
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
 一
晩
の
睡
眠
中
に
ノ

ン
レ
ム
ー
レ
ム
睡
眠
の
順
に
約
九

十
分
間
隔
で
五
回
ほ
ど
繰
り
返
す
 

（
図1
）
。
で
は
夢
は
い
つ
見
る
の

か
と
い
え
ば
、
主
に
レ
ム
睡
眠
の

時
で
、
こ
の
時
の
脳
波
を
見
る
と

覚
醒
時
と
似
た
大
脳
の
活
動
波
形

を
認
め
る
。
逆
に
ノ
ン
レ
ム
睡
眠

時
は
大
脳
活
動
は
低
下
し
て
夢
は

見
て
も
記
憶
に
残
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。
い
わ
ば
レ
ム
睡
眠
は
身
体
 
 

の
休
息
で
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
は
大
脳

の
眠
り
の
時
間
と
考
え
ら
れ
、
大

脳
と
身
体
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
休
養

を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

で
は
睡
眠
時
間
は
ど
う
か
？
・
 

人
で
は
約
八
時
間
で
す
が
、
他
 
 

の
動
物
で
は
表
1
に
示
す
よ
う
に

そ
の
種
類
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
。
 

生
活
様
式
や
環
境
に
強
く
影
響
さ

れ
、
オ
オ
ナ
マ
ケ
モ
ノ
に
至
っ
て

は
二
十
時
間
近
く
も
眠
っ
て
い
る

と
推
定
さ
れ
羨
ま
し
い
限
り
で
す
。
 

し
か
し
、
睡
眠
は
ス
ト
レ
ス
が
過

剰
に
な
っ
て
く
る
と
そ
の
入
眠
は

妨
げ
ら
れ
布
団
の
中
で
羊
を
何
百

匹
も
数
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
 

ど
う
し
た
ら
こ
の
状
態
を
解
消

で
き
る
か
？
 

内
科
の
外
来
を
受
診
し
て
睡
眠
 

図
 
 

導
入
剤
や
精
神
安
定
剤
を
も
ら
う

の
も

ー
つ
の
方
法
で
す
が
、
最
近

音
楽
や
香
り
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
軽

減
と
睡
眠
導
入
法
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
人
の
脳
波
（
図
2
）
を
観

察
す
る
と
、
集
中
し
た
り
心
地
良

い
状
態
で
は

α
波
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
逆
に
こ
の
α
波
を

誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
心
地
良
い

状
態
を
創
り
出
す
方
法
で
あ
る
。
 

1
/
f
の
ゆ
ら
ぎ
を
持
つ
森
の
中

の
小
鳥
の
さ
え
ず
り
ゃ
風
の
音
、
 

川
の
流
れ
る
音
や
渚
の
波
の
音
、
 

鯨
や
虫
の
鳴
き
声
等
を
音
楽
に
取

り
入
れ
、

α
波
の
世
界
へ
導
く
。
 

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
で
は
、
あ
の
 
 

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
作
品
が
代
表
で

し
ょ
う
。
ま
た
香
り
を
使
っ
た
方

法
は
ア
ロ
マ
ーで
フ
ピ
ー
と
呼
ば
れ
、
 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ハ
ー
ブ
、
カ
モ
ミ
 

ー
ル
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
ユ
ー
カ

リ
な
ど
に
含
ま
れ
る
活
性
物
質
が

緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
心
地
良
い
状
態

を
創
り
出
す
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
 

十
分
な
睡
眠
は
明
日
の
活
力
と

な
り
、
健
康
の
維
持
に
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
0
眠
れ
な
い
夜
は
お
薬
に

頼
る
こ
と
だ
け
を
考
え
ず
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
香
り
の
中
で
た
ま
に
は

シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
を
聴
く
の
も

良
い
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

脳波的睡眠図（レム睡眠とノンレム睡眠） 

0.4Hz 4Hz 8Hz 14Hz 	24Hz 

デルタ ‘・→ シ一タ 叫ー→ アルフアー 叫→ 	べータ 

●無意識状態 

深い眠り 

●睡眠状態 

浅い眠り 

●集中・眼想状態 

精神統一・集中 

最もリラックス 

気持ちが良い 

●覚醒・緊張状態

不安な時 

イライラ状態 

活発な活動 



「きまったこみを」・「きまった日に」・「きまった場所ノ司 

こみ出しのルールを守ってきれいな街づくり~ 

町民の皆様のご協力をお願いします。 

《こみについてのお間い合せは》健康福祉課 fi,53一2111 内線218 

類
 

4月I日から5分別収集のスタートです 

0缶 	 類 

〇び ん 類 

0ペツトボトル 
0燃やせるごみ 

0燃やせないごみ 

こう 	た 

晃 太 
元気に明るく育ってほしい 

（母 美由樹より） 

か 	な 

果 太 
ソ下 

早く一緒に遊ぽうね 
（姉 芽依より） 

，ノ 

岡今成白 山尾津津松村白 田今 

田川 中野島田津田川 

戸
・
ー
 

j

籍
《
 

ー
の

！
、
 

く
窓
 

ニ
月
届
出

分
 

お
め

で
と

う
 

川
口
 
晃
加

（
や
）

喜
良
市

大

橋
 
知

奈

（
淳哉
）
喜
良
市
 

斎
藤
 
槽

緋

（和
明
）
金
 
木

津
島
 
加
静

（和
人
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
元
石
 

積
（
美
枝
）
喜
良
市
 

「
千
田真
規
子
（
正
義
）
中
里
町
 

、
長
尾
 
和
朋
（
一
次
）
金
 
木
 

「
白
川
 
歌
織
（
幹
雄
）
蒔
 
田
 

（
中
谷
 
卓
生

（
保
）
金
 
木
 

「
奈
良岡
あ
さ
子
（餓
雄
）
弘前
市
 

チ
 
ョ
（飴
才
）
 

中

フ
ヅ
イ
（
6
8才
）
 

ト

シ

（8
1才
）
 

忠
一
 
（9
1才
）
 

嘉
四

（8
4才
）
 

武

（n
才
）
 

チ
 
エ
 
8
2才
）
 

秀

喜
 
6
2才
）
 

リ
 
エ
 8
1才
）
 

ミ
サ
（

8
8才
）
 

清

一
郎
（
7
7才
）
 

栄
蔵

（5
6才
）
 

田
 
清
光

（8
3才
）
 
喜
良市
 

、
 
伝

言
板

ー
 

⑨
届
い
て
い
ま
す
 

●

二
月
十
二
日
 

財
布
 

野
宮
整
骨
院
前
（
金
木
栄
町

）
 

●

二
月
十
九
日
 

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
 

(
H
9嘉
瀬
小
卒

業
記
念
）
 

嘉
瀬
中
小
栗
崎
路
上
 

●

一
一月
】
一
十
日
 

き
ん
ち
ゃ
く
袋

（
布製
・
紺
色

）
 

金
木
シ
ョ
ッピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
ノ
ア
 

●

二
月
二
十
一

日
 

小
銭
入
れ
（
食
パ
ン
マ
ン
の
形
）
 

金
木
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
ノ
ア
 

●

二
月
二
十
一
日
 

小
銭
入
れ

（丸
形
・
緑
色
）
 

金
木
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ノ
ア
 

心
当
た
り
の
方
は
、

金
木
警
察
 

署
落
し
物
係
ま
で
。
 

＠
預
か
っ
て
い
ま
す
 

●

一
月
上
旬
、
女
の
子
用
の
人
形
 

（赤
い
服
）
の
忘
れ
物
が
あ
り
ま
し
 

た
。
 栄

忠
食
堂
（
金

木
南
新
町
）
 

公
五
ニ
ー
二
八

四
九
 

＠
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
利
用
し
た
い
 

／
方
 は
役
場
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

、
 

、 

2 月末現在 前年同月比 

男 5,797人 △ 33人 

女 6,353人 △ 50人 

計 12,150人 △ 83人 

世帯数 4.062 	126 ソ 

、
・
、
 

ノ
 

人

口
と
世
帯
 

一
 

×
 

お  

く  

や  

み  

嘉金蒔金金金嘉川金金金喜 
良 

瀬木田木木木瀬倉木木木市 

こ
の
欄
は

金
木
町

に
住
所
を

有
し

て
い
る
方

々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

掲
載
を

希
望
し

な
い
方
は
町

民
課

窓
口
に
届
出
の
際

申
し

出
て
く
だ

さ
い
。
 

な 	な 
羽口 太 
刀P 	刀ぐ 

素直で優しい子になってほしい 
（母 栄子より） 

広報かなぎ h0) 


